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【公開番号】特開2007-201213(P2007-201213A)
【公開日】平成19年8月9日(2007.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2007-030
【出願番号】特願2006-18448(P2006-18448)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  31/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  31/02    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年7月28日(2008.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　次に図５および図６を用いて回路構成と動作を説明する。キャリア基板３の近接対向部
分の容量値をＣｐａｄとすると、フォトダイオードからプリアンプ入力部までの高周波等
価回路は図５に示すとおりになる。図５において、Ｃｐｄはフォトダイオードの容量、Ｒ
ｐｄはフォトダイオードの直列抵抗、Ｌはボンディングワイヤによるインダクタンス、Ｒ
ｉｎはプリアンプの入力抵抗である。入力抵抗Ｒｉｎの両端に生じる電圧Ｖｉｎ(ω)のは
、角周波数をω、フォトダイオードに生ずるフォトカレントをＩｐｈ(ω)として式２で記
述される。


	header
	written-amendment

